
- 0 - 

 

 

 
 

「市民と議会の対話集会」意見交換会 
 

実 施 報 告 書 
 

令和２年２月１２日（水）開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
❶ 「市民と議会の対話集会」意見交換会の概要 ……１ページ 

 

❷ 各班の意見・提言など【要旨】 ……………………２ページ 

 

❸ 参加者アンケートの結果 …………………………１５ページ 

 
甲斐市議会／議会改革特別委員会  

 



- 1 - 

 

❶ 「市民と議会の対話集会」意見交換会の概要   

 

１ 主   催   甲斐市議会（議会改革特別委員会） 
 

２ 日   時   令和２年２月１２日（水）午後７時～９時 

 

３ 場   所   竜王北部公民会４階ホール 

 

４ 内   容 

（１）開会あいさつ  清水 正二 議長 

（２）議員自己紹介  各議員 

（３）議会報告会   五味 武彦 議会改革特別委員会 委員長 

（４）意見交換会   班ごとに実施 

（５）閉会あいさつ  金丸 幸司 副議長 

※総合司会     伊藤  毅 議会改革特別委員会 副委員長 

※アンケート集計  長谷部 集 議員 

 

５ 意見交換会 

（１）テーマ これからの甲斐市に望むこと 

（２）班分け 

１班  保坂 芳子 議員   有泉庸一郎 議員   滝川 美幸 議員 

２班  斉藤 芳夫 議員   横山 洋介 議員   加藤 敬徳 議員 

３班  藤原 正夫 議員   松井  豊 議員   清水 和弘 議員 

４班  内藤 久歳 議員   小澤 重則 議員   秋山 照雄 議員 

５班  山本 英俊 議員   赤澤  厚 議員   谷口 和男 議員 

 

６ 参 加 者   ５２名の市民の皆様にご参加いただきました。 

 

７ 今後の対応 

各班の実施報告書に基づき議会及び常任委員会・特別委員会等で対応を要する事案 

は、今後、調査研究及び議員間で議論等を行い、その結果を公表する予定です。 
 

 

※今年度は、参加者全体による意見交換ではなく、小グループに分かれ車座で意見交換を

行う形式に変え実施しました。 
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❷ 各班の意見・提言など【要旨】         

意見交換会で出された質疑・意見、それに対する今後の対応について、報告します。 

（意見等は、要約して記載しています。） 
 

１班 実施報告書 
 

担 当 議 員 

（ 報 告 者 ） 

進 行 役 ： 保坂 芳子 

進行補助役 ： 有泉庸一郎 

記 録 役 ： 滝川 美幸 

参加者（市民） １１名 

 

 

（１）市民の意見・提言及び議員の回答・意見 
 

参加者意見等 

 

甲斐市の高齢化は年々増加し、介護医療費の急増が懸念される。また、高齢者

を地域で支え合う仕組み作りなどの早期の対策が必要である。 
 

参加者意見等 

 

リニア開業効果を最大限に生かし、産業、経済の持続的な発展、観光の進展な

どの甲斐市としての準備等を聞きたい。 
 

滝川 議員 

 

リニアについては、私も議会で代表質問している。 

※議会の回答：甲斐市議会ＨＰから令和元年第 4回定例会の滝川議員の 

代表質問の録画映像をご確認ください。 
 

参加者意見等 

 

地域の支え合いの会を社協が中心に立ち上げているが、議会としても協力い

ただきたい。 
 

保坂 議員 

 

私も先日、社会福祉協議会で行った地域の支え合いの会の立ち上げに参加し

た。 
 

参加者意見等 

 

貢川のゴミの投棄による清掃は、どこまでが市の管轄なのか聞きたい。 

※議会の回答：一級河川は、県が維持管理しています。 
 

参加者意見等 
 

山梨県緑化センター跡地活用について詳しい内容を聞きたい。 
 

保坂 議員 

 

緑化センター跡地活用は、昨年の広報で、かなりのページをさいて説明してい

る。 
 

参加者意見等 

 

フラワーパーク＆ミュージアム建設は、本当に市民のためになるのかという

ところをもう一度議会でしっかり話し合っていただきたい。 
 

参加者意見等 
 

私達、子育て世代が意見を出せる場を作っていただきたい。 
 

参加者意見等 

 

緑化センターの緑は、大事にして残してほしい。また、双葉の水辺公園にも大

きな木を植えてほしい。 
 

参加者意見等 

 

緑化センター跡地の公園計画に対しては、関心はあるが、いいとも言えない

し、悪いとも言えない。 
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参加者意見等 
 

防災・減災に対しては、先手で不足なくやってほしい。 
 

参加者意見等 
 

太陽光に関しては、安全性を考え、これ以上増やさないでほしい。 
 

参加者意見等 

 

人口を増やす施策としては、立地を生かし企業誘致をして仕事先の確保をし

てほしい。 
 

参加者意見等 

 

緑化センターに関しては、市長、議会が手続きを踏んで決めたことであれば尊

重し、平日でも休日でも人が大勢来るにはどうしたらいいか、建設的な方向へ

もっていった方がいいのではないかと思う。 
 

参加者意見等 

 

緑化センターの方に投入する金額が大き過ぎ。福祉・子育てを削り甲斐市の人

口も増えるわけがない。 
 

保坂 議員 

 

人口は減っているのではなく、甲斐市だけは微増だが増えている。市は人口減

少対策の施策を一生懸命やり、結果は出てきていると思う。 
 

参加者意見等 

 

聴覚障害者協会ですが、他の障がい者の方にも対話集会に参加してほしい。障

害のあるなしに関わらず、共に助け合える共生社会を作っていきたいという

意見をもっています。安心してコミュニケーションできる環境を希望したい

し、手話でコミュニケーションできる人たちが増えてくださることが私の願

いです。 
 

参加者意見等 

 

先日の台風 19 号の折には、私たちは聞こえない夫婦だけで住んでいて周りの

様子がわからず、不安な一夜を過ごしました。手話言語条例ができることで聴

覚障害の理解が広まることを期待します。 
 

保坂 議員 

 

議会でも先日、小椋先生を講師に招き手話言語条例について研修した。また、

国へも手話言語法制定の意見書を（平成 26年 9月に）提出している。そうい

う社会が早く実現するといいと思っている。 
 

参加者意見等 
 

バイオマス産業都市構想と緑化センター跡地活用について伺いたい。 
 

有泉 議員 

 

バイオマス産業都市構想を国へ出して承認され、補助金も付いている。３月ま

でには、日立造船㈱が主体で、協定書締結の詰めに入ってくる。熱利用は、温

泉・給食施設・農業等に利用していく予定。 

緑化センター跡地活用は、市民の皆さんに、まだ理解されていないので、もう

一度立ち止まり、議員同士の話し合いが必要であると私は思っている。 
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（２）１班がまとめた今後、委員会等で対応が必要な事案 
 

1 
高齢者を地域で支え合う仕組みづくりについて、厚生環境常任委員会で、市の取り組みを

確認し、広報等で市民に周知が必要である。 

2 リニア開業効果については、議会として議論すべきである。 

3 
障がい者にやさしい共生社会の構築は、手話言語条例の制定について、議員提案できるか、

議会で協議が必要。 

4 
バイオマス産業都市構想の説明周知は、特別委員会で協議し、市の広報で取り上げ周知す

る必要がある。 

5 年少児の子育て支援については、厚生環境常任委員会で内容確認が必要である。 

6 
山梨県緑化センター跡地の活用については、特別委員会で、課題について議論が必要であ

る。 
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２班 実施報告書 
 

担 当 議 員 

（ 報 告 者 ） 

進 行 役 ： 斉藤 芳夫  

進行補助役 ： 横山 洋介  

記 録 役 ： 加藤 敬徳  

参加者（市民） １１名 

 

 

（１）市民の意見・提言及び議員の回答・意見 
 

参加者意見等 

 

バイオマス産業都市構想について、良い面、悪い面を含めた勉強会を開催す

るべきである。 
 

横山 議員 

 

バイオマス産業都市構想の勉強会については、特別委員会へ勉強会・市民講

座の開催要望があったことを報告しておく。 
 

参加者意見等 

 

有価物回収について、高齢等の理由によりステーションに持っていくのが困

難である。身近なゴミ置き場で有価物の分別ができる他の自治体の事例もあ

るので、有価物回収向上の有効な手段を検討してほしい。 
 

斉藤 議員 

 

現在、行政で行なっている回収ステーションや各自治会での取り組み、民間

スーパーマーケット等においても実施されている。既に取り組んでいる自治

会の例も参考にし、有価物を出せない方への対応をどうするか検討すべきで

あると考えている。 
 

参加者意見等 

 

防災・減災について、第１次避難所が危険な場所となっているケースがある

ので、見直しをして欲しい。また、避難所となっている敷島小学校に防災用

の貯水槽がないので改善を求める。さらに、外国人への対策を考えた方が良

いのではないか。 
 

横山 議員 
 

避難場所等については、現況と照らし合わせて対応をしたい。 
 

参加者意見等 

 

老人クラブについて、組織の充実、活性化に向けた取り組みを考えて欲しい。

また、市からの助成金の使途が限定的で使いづらいので改善を求める。 
 

斉藤 議員 

 

外国人への対応は、広報と周知の仕方を考えなければならない。防災や外国

人、老人クラブなど個人情報の問題がある。 
 

参加者意見等 

 

大雨になった時の雨水が流れる水路幅が現状で大丈夫かどうか。 

※議会の回答：甲斐市議会ＨＰから平成 31 年第 1回定例会の秋山議員の 

一般質問の録画映像をご確認ください。 
 

参加者意見等 

 

子ども貧困対策など税金を大切に使って欲しい。水道料金が値上げされ、こ

れからの水道事業も考えないと大変だと思う。また、箱物はやめ、高齢者や

子育て、保険料も考えてほしい。 
 

斉藤 議員 

 

水道料金については、耐震化を進めているため将来的には足りなくなるため

ご理解願いたい。 
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（２）２班がまとめた今後、委員会等で対応が必要な事案 
 

1 
バイオマス産業都市構想に関係する勉強会・市民講座の開催をバイオマス産業都市構想特

別委員会で、協議し当局へ市民要望として報告すべきである。 

2 
避難所の現状確認と見直し、避難所の貯水槽の有無や防災用飲料水量、外国人の避難対応

については、総務教育常任委員会で、調査・検討をすべきである。 

3 
老人クラブの活発化への支援や助成金の使途緩和については、厚生環境常任委員会で、調

査・検討をすべきである。 
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３班 実施報告書 
 

担 当 議 員 

（ 報 告 者 ） 

進 行 役 ： 藤原 正夫 

進行補助役 ： 松井  豊 

記 録 役 ： 清水 和弘 

参加者（市民） １０名 

 

 

（１）市民の意見・提言及び議員の回答・意見 
 

参加者意見等 

 

玉幡中学校が避難所になっているが、なぜ釜無川に向かって避難しなければ

いけないのか。 

玉幡公園を作っているが、防災公園の機能に加えて他の目的をもっと明確に

説明願いたい。 
 

参加者意見等 

 

議員は、市民の声を聴いているかどうか分からない。 

緑化センター跡地活用が市民に知らされていないことが多いのではないか

と思う。議会だよりを見ても内容が良く解らないまま進んでいくように感じ

られる。 

※議会の回答：特別委員会の議事録も本年２月末から議会ＨＰで公開してい

ますので、ご確認願います。 

高齢者が幸せに暮らせる税金の使い方をしてほしい。高齢者の足、買い物弱

者、免許返納などで今後が心配である。 
 

参加者意見等 

 

市長提案をすべて追認の議会運営を考え直して欲しい。 

水道、建物、道路等のインフラに力を入れてほしい。 

甲斐市としての環境の取り組みについて市民に広報してほしい。 

岩森区の避難場所は安全性に欠けるので見直ししてほしい。 
 

参加者意見等 

 

議員定数の削減は、市民の要求や自治体に対する希望を吸い上げる力をそぐ

ことになるのではないか。 

全国的に福祉の予算が削られるばかり。市としての独自の取り組みをしてほ

しいと思う。 

保育所問題、待機児童が本当になくなるような対策をしてほしい。 
 

参加者意見等 

 

松島団地の貢川のヨシの駆除を抜本的改善策で対応して欲しい。 

交通の激しい道路の白線が消えかかっていて危険なので、定期的に道路点検

をしてほしい。 

対話集会を予算作成の時期に開催できないものか考えて欲しい。 
 

清水 議員 

 

令和 2年度予算に対し、建設経済常任員会では道路、水路など自治会要望の

積み残しが無いよう予算の増額を要望している。 

※議会の回答：新年度予算で自治会要望に対応する道水路の補修工事予算は

前年度より 300 万円増額の 8,200 万円の予算となりました。 
 

参加者意見等 

 

「子育て」「教育」「福祉」「街づくり」「環境」の 5つをバランスよく運営し

てほしい。また、安心して子育てができるような環境づくりをしてほしい。 
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参加者意見等 

 

税金が有効利用され子供から高齢者までが、心豊かな日々が過ごせるような

市であってほしい。 

皆が集える場所があり、人々のつながりが持てるような環境づくりを望む。 
 

参加者意見等 

 

介護保険料は、介護予防事業の充実で引下げできると思う。また、サービス

付き高齢者向け住宅などの福祉施設の充実など安心して暮らせるまちづく

りを要望したい。 
 

参加者意見等 

 

ゴミ類、粗大ごみ、有価物等の収集ルールを広報等で周知徹底してほしい。 

空き家対策をたててもらいたい。 
 

参加者意見等 

 

二元代表制の本質にかなった自治体運営を願う。 

議員が議案を提出できる上で、調査や資料作成を担うべき議会事務局の強化

が必要である。 

議会報告会は、きめ細かい開催を希望する。 

特別委員会、常任委員会の内容を開示すべきである。 

※議会の回答：特別委員会の議事録も本年２月末から議会ＨＰで公開してい

ますので、ご確認願います。 

避難所の場所、ハザードマップの見直しは、県では進んでいるが甲斐市でも

見直しを行うべきである。 
 

参加者意見等 

 

議員を減らすことは、市民の声を聞き取らないことにつながる。近場に議員

をしてほしい若い人が沢山いるが、今の議員報酬では、生活が成り立たない

ので、もっと報酬を上げるべきである。 
 

藤原 議員 

 

このような開催は素晴らしい事だというご意見もある一方、全体的な質疑の

やり方もわかりやすくていいじゃないかという意見もある。 

この開催時期を予算化の時期にしたらどうかとの意見もあった。 

民間の施設と避難所協定などしたらどうかという意見もあった。したがって

避難所の見直しについて市でも議会でも提案していく。 
 

 

 

（２）３班がまとめた今後、委員会等で対応が必要な事案 
 

1 
高齢者の足や買い物弱者、運転免許の返納など高齢者対策について、厚生環境常任委員会

で検討すべき。 

2 
避難所の場所、ハザードマップの見直しについては、総務教育常任委員会及び建設経済常

任委員会で、検討すべき。 
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４班 実施報告書 
 

担 当 議 員 

（ 報 告 者 ） 

進 行 役 ： 内藤 久歳 

進行補助役 ： 小澤 重則 

記 録 役 ： 秋山 照雄 

参加者（市民） １０名 

 

 

（１）市民の意見・提言及び議員の回答・意見 
 

参加者意見等 

 

緑化センター跡地活用については、住民は、情報不足で、内容をよく知らな

い。もっと情報発信すべきである。 

※議会の回答：特別委員会の議事録も本年２月末から議会ＨＰで公開してい

ますので、ご確認願います。 
 

参加者意見等 

 

私も緑化センターの関係が、なぜ何度も新聞に出るのか不思議で、そこにど

んな問題があるのか知りたい。 
 

参加者意見等 

 

緑化センターの事業は、たった 11 人の意見で進められ疑問に感じている。

この 40 億円を高齢者の福祉、子育て、教育の方に、ぜひ回していただきた

い。 
 

参加者意見等 

 

バス通りと廃軌道の移管は、県道と市道の交差点部は段差が激しい個所が多

く見受けられるので、県できちんと舗装整備してから市の方で、受け取って

もらいたい。 
 

参加者意見等 
 

バス通りと廃軌道は、一方通行の話を聞いているが、そう言う話があるのか。 
 

内藤 議員 

 

地元の要望で道路改修をする話は聞いているが、改修内容、一方通行の件は、

所管の委員会で確認したい。 

※議会の回答：本年第 1回定例会の予算審査特別委員会で確認した結果、県

に対し全面舗装を要望している旨と現在、一方通行の話は無い旨を確認しま

した。 
 

参加者意見等 

 

道路整備について、通りから外れた住宅内の道路は、狭く車のすれ違いもで

きないので、順次、整備を進めてほしい。 
 

参加者意見等 

 

私の自治会は、今 60 人の長寿会の会員がいて、年に１回大きな親睦会とい

うのがあり公民館が非常に狭く何もできないので、お金を出していただい

て、公民館を広げてほしい。また、若い世代の人口増加につながる施策があ

れば知らせてほしい。 
 

内藤 議員 
 

自治会の公民館の整備は、市に補助制度があるので活用されたい。 
 

参加者意見等 

 

成年後見制度利用促進基本計画は、平成 29 年度から令和 4 年度までに 5 年

間の中で策定することになっているが、その進捗状況を知りたい。後見等の

担い手の確保に向けて、社会福祉協議会と連携し、早急に進めてほしい。福

祉施策では、南アルプス市、笛吹市、甲府市より、甲斐市は遅れていると思

う。 
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参加者意見等 

 

愛育会の活動は、社会福祉協議会や高齢者、子育て家庭、学童保育などが連

携して活動してほしい。 
 

参加者意見等 

 

市政運営は、甲斐市の方向性を出してその実行をしてほしい。市民の意見を

聞くだけでなく、意見を踏まえ、費用、優先度を考え、市民の意見も参考に、

賛否はあるが、目的を明確にして進めてほしい。 
 

参加者意見等 

 

竜王南小学校は、災害時の避難場所に指定されており、築 50 年ぐらいにな

り老朽化も進んでいるので、新築、改築をお願いしたい。 
 

参加者意見等 

 

赤坂でサツマイモを栽培し、大弐という焼酎を造っているが理解できない。 

また、焼酎大弐の山県大弐は、何をした人物か知らない市民もいるが、議員

の皆さんは、山県大弐の説明ができるか。 
 

内藤 議員 

 

山県大弐は、江戸時代の思想家で幕末に影響を及ぼしたとされる人物で、山

県神社に祀られており、学問の神様として、学問成就などの参拝が行われて

いる。 
 

参加者意見等 

 

この意見交換会はテーマごとに班分けをしてやった方が、意見も出やすくな

ると思う。 
 

参加者意見等 

 

この意見交換会は、議会のパフォーマンスにならないよう、市民が出した意

見の３つか４つは、今後、議会として取り組んでもらい、その結果を議会だ

よりなどで報告されたい。参加者の意見がいくつか反映されれば、この会が

無駄ではないという気持ちに参加者はなれる。 
 

内藤 議員 

 

本日、出された意見は、各班や議会改革特別委員会等で集約して、今後の市

政運営に反映していきたいと考えている。 
 

参加者意見等 

 

一年に一回の対話集会では、市民の意見が、予算に反映できないと思うので、

最低でも年２回は、この会を開催してほしい。 
 

参加者意見等 

 

今日でた意見をすべて、網羅して対応することは、無理だと思うので、長い

時間の中で１つでも実現できるようお願いしたい。 
 

参加者意見等 

 

この会は、対話集会となっているが、参加者と議員さんとで意見のキャッチ

ボールができていないと感じる。次回はテーマごとにグループ分けをして、

議員さんの意見や回答も聞きたい。 
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（２）４班がまとめた今後、委員会等で対応が必要な事案 
 

1 
成年後見制度利用促進基本計画の策定については、厚生環境常任委員会において、内容確

認が必要である。 

2 
愛育会の各種団体との連携した活動については、厚生環境常任委員会において、内容確認

が必要である。 

3 
意見交換会で出された意見は、今後、議会として取り組んで、その結果を議会だよりなど

で報告する必要がある。 
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５班 実施報告書 
 

担 当 議 員 

（ 報 告 者 ） 

進 行 役 ： 山本 英俊 

進行補助役 ： 赤澤  厚 

記 録 役 ： 谷口 和男 

参加者（市民） １０名 

 

 

（１）市民の意見・提言及び議員の回答・意見 
 

参加者意見等 

 

前回の対話集会で議員定数が論議になり、減らすべきではないとの意見が多

数だったが反映されたのか。 

緑化センターの件が話題になっている。美術館は近くに県立美術館がある。

バラ園もあるとはいえ 1,200 円の入場料で継続していけるのか。完熟農園の

二の舞ではないか、市の意見を聞きたい。 
 

山本 議員 
 

議員定数は、議会で話し合い、委員会構成も考え 19 人になった。 
 

赤澤 議員 

 

議会では、現状維持と減らすべきが、同数になったが、その後、採択の結果

19 人になった。 
 

参加者意見等 

 

民間企業で人を減らす場合、仕事の棚卸をやる。やらなくていい仕事か、や

るべき仕事か考える。委員会が 3つあり、それぞれ 7人いる。なぜ 3人減ら

すか、お知らせしたのか。 
 

赤澤 議員 

 

3 常任委員会制は維持することになり、その上で何人必要が論議した。それ

でも、意見は半々になったが、決を採る必要があると判断し採決した。 
 

参加者意見等 

 

竜王地区では大雨が降ると川の水がしょっちゅう止まる。水がこないのは大

問題だ、根本的対策はとっているのか。 
 

谷口 議員 

 

台風 19 号の被害では、防災で問題となり、水辺公園の水害と頭首工が詰ま

ってしまったことが論議され、国県にも要望を出し対策を求めている。 
 

参加者意見等 

 

議会への要望として市議会基本条例を制定してほしい。執行から提出された

条例を議決するだけでなく、議員から条例案の発議もしていく姿勢を示して

ほしい。 
 

赤澤 議員 

 

今は議会基本条例はないが、今後、議会基本条例の制定に向け検討する。 

その後は、議会からの条例案の提出も進めていきたいと思う。 
 

参加者意見等 

 

緑化センターの件で私も言いたい。いろいろな意味で反対です。署名にしろ、

議会や市長は無視されていて憤りを感じる。県立美術館でさえ大変で民間委

託になった。事業者を公募するというが、内内で決まっているらしい。15年

契約など一部の業者だけに利益がいく。甲斐市のバスなどもっと充実してほ

しい。私は、緑化センターに反対している。 
 

参加者意見等 

 

甲斐市でも後期高齢者が増えれば、医療・福祉・介護の費用がいる。赤字に

ならずに市政が運営できるのか心配だ。美術館の入場料・維持費など計算し

ているのか。美術館は赤字で手放す心配はないのか。 
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山本 議員 

 

子どもたちに美術の面で役立つ。南アルプス市のピカソ展は、盛況だったが

赤字である。美術館などは、収入で儲けるものではないので、ご理解願いた

い。 
 

赤澤 議員 

 

緑化センター跡地活用については、12 月に債務負担行為 30 億円を議会で議

決した。市の計画は民間に委託して、民間の知恵を絞って、集客力のあるも

のを企画して運営する。緑化センターは県の跡地で、県が手放すことになり、

甲斐市で使うか話がきた。将来的な地域活性化につながり、みんなが誇れる

施設を造ったらどうかということで、この案が出てきた。 
 

谷口 議員 

 

山梨県でも県の総合球技場が年 5 千～8 千万円の赤字で見直しをしている。

ところが、甲斐市では年 1 億円の赤字を出しながら 15 年間も継続すること

にした。私は、債務負担行為の設定に反対しました。 
 

参加者意見等 

 

わかりました。私自身としては、後期高齢者の目前です。医療・福祉・介護

にお金がかかる。地球温暖化で信濃川の例もあり防災た施策も必要だと心配

している。 
 

参加者意見等 
 

高齢化すると自治会の活動にも参加ができない方がでてくる。 
 

山本 議員 

 

敷島台では、自治会で植木の手入れや買い物ツアーなどをしている。地区単

位でできればと思う。 
 

参加者意見等 
 

そこまでは、自分のところではできていない。どうすればいいのか。 
 

赤澤 議員 

 

盛んに我々議会としても、言っている。ある程度地域でもリーダー的にする

人が出てきてほしい。 
 

参加者意見等 

 

老人クラブに市から補助金はでているが、補助金の使い道が細かすぎて、「あ

れはいけない」「これはいけない」等改善できないか。 
 

参加者意見等 

 

緑化センターについては、損にならないようにしてほしい。議員の定数は初

めて聞いたけれど、人口か何かで決まるんじゃないのですか。 
 

赤澤 議員 

 

前は、人口による法定上限があったが、今は、個々の議会で議員定数を決め

ることになっている。 
 

参加者意見等 

 

自治会などでも、声をかけると参加者の年齢層が高くなる。若い人を取り込

むシステムが必要になる。若い人たちに魅力を持ってもらう甲斐市も必要だ

と思います。緑化センターの話も、税金を使って赤字になるのは、よく分か

らない。緑化センターは賛成だけど美術館は反対とか多様性のある意見が聞

こえてこない。甲斐市の中央部に緑を主体としたシンボル的な美術館があっ

てもいいと思う。 
 

赤澤 議員 

 

我々も同じ悩みで、呼びかけても若い人があまり出てこない。若い人にも来

てもらう行政にしていきたい。 
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参加者意見等 

 

議会だよりで代表質問や一般質問は毎回でてくる。ただ、常任委員会・特別

委員会でなにが話し合われているか分かりにくい。バイオマス・緑化センタ

ーなどの情報をもっと出してほしい。最終的には委員会で決めればいいとい

う恰好ではなく、もっと情報を出してほしい。 

※議会の回答：特別委員会の議事録も本年２月末から議会ＨＰで公開してい

ますので、ご確認願います。 
 

参加者意見等 
 

甲斐市は、リニアが来たとき会社を誘致するとか恩恵を考えてないのか。 
 

赤澤 議員 

 

山梨市・中央市の物流センター、南アルプス市のコーセーの誘致などあり、

甲斐市も市長・議会とも努力している。敷島・竜王は住宅地で平地も少ない。

双葉がいいと考えている。また、北部環状道路についても検討されている。 
 

参加者意見等 
 

こういう場に市長がでてこない。市民の意見を聞く姿勢が少ない。 
 

山本 議員 
 

今日は、市議会と市民の対話の場なので、市長が出席する会ではない。 
 

 

 

（２）５班がまとめた今後、委員会等で対応が必要な事案 
 

1 議会基本条例の制定については、議会改革特別委員会で検討されたい。 
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40歳代

6%

50歳代

8%

60歳代

27%

70歳代

55%

80歳以上

2%

❸ 参加者アンケートの結果           

 

参加者の皆様からアンケートの回答を頂きました。 

参加者数 52 人に対し回答者数 51 人で、回答率は 98％でした。ご参加頂きました皆様、

アンケートにご協力を頂きました皆様、本当にありがとうございました。 

 尚、設問の中で、複数回答を可としたものについては、回答者数が全体より多くなって

いますのでご了承ください。 

 

■問１：性別 

 

 人数 割合 

男 30 人 59% 

女 21 人 41% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問２：年齢 

回答者の年代は、70 歳代が最も多く、続いて 

60 歳代となり、60 歳代以上で全体の約 9 割を 

締めた。 

 

 人数 割合 

10 歳代 0 人 0% 

20 歳代 0 人 0% 

30 歳代 1 人 2% 

40 歳代 3 人 6% 

50 歳代 4 人 8% 

60 歳代 14 人 27% 

70 歳代 28 人 55% 

80 歳以上 1 人 2% 

  

男

59%

女

41%
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議会だより

42%

ホームページ

3%

チラシ

18%

友人

37%

満足

30%

普通

65%

不満

5%

■問３：お住まい 

 

 人数 割合 

竜王 31 人 61% 

敷島 12 人 23% 

双葉 8 人 16% 

 

 

 

 

 

■問４：本日の対話集会を何で知りましたか 

議会だよりを見て知った方が 42％で最も多く、 

次に友人の紹介 37％であった。チラシを見た 

方は 18％でした。 

 

 人数 割合 

議会だより 25 人 42% 

ホームページ 2 人 3% 

チラシ 11 人 18% 

友人 22 人 37% 

その他 0 人 0% 

 

 

■問５：本日の内容はいかがでしたか 

３割の方には満足して頂けたが、一方６割以上  

の方は普通と回答、更に満足度を上げるために 

は検討が必要。 

 

 人数 割合 

満足 12 人 30% 

普通 26 人 65% 

不満 2 人 5% 

その他 0 人 0% 

  

竜王

61%

敷島

23%

双葉

16%
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■問６：議員・議会に求めること 

情報公開が 43％と最も多く、次に資質向上 

の 31％となった。今後も更なる情報の公開 

が求められる。 

 

 人数 割合 

情報公開 32 人 43% 

説明責任 19 人 26% 

資質向上 23 人 31% 

その他 0 人 0% 

 

 

 

■問７：今後も参加するか 

今後も参加する方が８割以上で最も多く、 

しないと答えた方は１人のみとなった。 

 

 人数 割合 

する 38 人 81% 

しない 1 人 2% 

不明 8 人 17% 

その他 0 人 0% 

 

 

 

■問８：今後のテーマ 

「福祉」26％で最も多く、「財政」が 15％で 

最も少なくなったが、その差はあまりなく、 

関心は広く多岐にわたっている。 

 

 人数 割合 

福祉 31 人 26% 

教育子育 20 人 17% 

財政 15 人 13% 

環境 28 人 24% 

都市計画 23 人 20% 

その他 0 人 0% 

情報公開

43%

説明責任

26%

資質向上

31%

する

81%

しない

2%

不明

17%

福祉

26%

教育子育

17%

財政

13%

環境

24%

都市計画

20%
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【その他記載欄の意見】 
 

問５：本日の内容はいかがでしたか 

●もう少し対話集会の時間がほしかった。 

●一部の人の意見になってしまった。 

●会議の進行に難しさがあった。 

●次回からは、いくつかのテーマに分かれて行えば良い。 

●全体の細かい意見や要望も聞きたかった。 

 

 

問６：議員・議会に求めること 

●努力した結果の報告。 

●市民との交流をもっと進めてほしい。 

●執行に対しチェックをしてほしい。 

●市長と議員は対等です。 

●市民の声を吸い上げるシステム作り。現在のやり方では、市民の声が吸い取れないと感じます。 

●議会の役割をしっかり自覚してほしい。 

 

 

問７：今後も参加するか 

●都合を出来るだけ付け参加する。 

 

 

問８：今後のテーマ 

●テーマは各自が考えてきたほうが良いと思う。 

●甲斐市の観光事業について。 

●高齢化対策。 

●緑化センター跡地について、丁寧な説明を。 

●障害のあるなしに関係なくお互いが支え合う共生社会のために。 

●福祉・子育てをテーマに取り上げると議論が進まなくなるので、この場ではふさわしくない 

と思います。 

●国政に対して甲斐市のさまざまな問題、どのように要求していくか、住民と話し合う機会 

を作ってほしい。 
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【自由記載欄の意見】 
 

意見が聞き取りにくかったので、別室に分けてほしい。テーマ別の話し合いにより、議会に

反映できるのでは。参加して良かったです。 

意見の反映が１つでもあれば、２時間は有意義だったと考えます。よろしくお願いします。 

美術館、ミュージアムの建設の必要性を明確に市民に説明する。なんのために将来の負の遺

産を巨額の費用で、教育のため？観光のため？竜王駅の設計者、安藤氏の設計によるが、観

光で見学に来た人が何人いるのか。市役所庁舎にある山県大弐の像、小中学生及び学校の先

生も知らない。何をしてどういう学問か具体的に知らせてほしい。柳子新論とは。 

全体で話すよりも、同じ意見を持ったグループを作ってそれに答えられる議員さんをそえて

意見交換できれば良い。若い人、学生の集う場に意見を聞きに行ったらどうでしょうか？市

だけではなく、民営との連携をすれば出来ることが広がると思います。 

ご苦労さまでございます。大変ですが、今後ともよろしくお願いいたします。 

色々な人に来ていただき、議会との対話をしてもらいたい。対話の一部を取り上げてもらい

たい。議会で、議会見学も必要と思う。 

初めて来ました。こういう会をする事は大変良いと思います。（しないよりずっと良いで

す。）今迄１５回なさったようですが、今後も続けて反映して下さい。若い人が来ていませ

ん。開催の曜日、時間などをいろいろにするとか工夫をしてください。 

市長、議会は将来のビジョンをどのように描いているのでしょうか。市民に語ってほしいで

す。 

甲斐市の総合計画について、自治会にも資料を出してほしい。 

議員の活動が見えない。選挙の時だけ市民側のような感じだが、市民の事は考えていないよ

うに思われる。緑化センターの件でも、将来の子どもの事、将来の市の事は考えていないよ

うに思われる。市民の代表の役割を果たして欲しい。 

第１６回とは知りませんでした。次回もぜひ出席します。 

敷島梅の里を観光地に出来ないか。 

会議の進め方、もう少し考えないと隣の声が聞こえて聞き取りにくい。 

意見がよく聞こえない。グループ意見交換は良いアイディアだが、違うテーブルの話が聞こ

えて落ち着かない。 

他の人の話を聞くことができて良かったです。もっと市民一人一人の意見を聞きたい。もっ

と話し合いをしたい。議員さんからの説明、分かり易くて良かった。 

市議員のご苦労を感じました。テーマをある程度絞ったらいかがか！ 
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高齢化社会に向けての福祉の在り方について、きめ細かく対応して欲しい。 

色々意見が出てよかったです。 

住みやすい都市を目指し全国一を！市民の意見を聞く耳を持て！ 

議員さんは市民の代表です。議員さん削減などとんでもない。仕事は過大にある。増やして

も良いくらい。報酬も上げて議員活動に専念できる環境を整えてあげるべきだと思います。 

対話集会の開催時期をせめて、予算づくり前に行ってほしい。 

出席者はそれぞれに意見があるので、事前に何らかの方法で提出するのがよいのではない

か。 

議員の皆さんが、しっかりした意見をもって運営して下さい。決まった事だからと言って逃

げるのはやめて下さい。議会で決まってもいない事を何で広報で市長がバラ園の事、バイオ

マスの事、言っている事は不思議です。 

いろいろな意見を持った人々が集まり、発言するには時間がとても足りない。テーマ毎にテ

ーブルを決めて対話するのが良い。議会の顔が見えてこない集会のように感じる。議会の立

場が難しい。場合によっては議会がこのようなことはやらない方が良い。議会基本条例の制

定を急ぐべきだ。 

各班での意見発表をする人の雑談が多すぎるため、進行役がまとめるのが大変だ。 

緑化センターに対する様々な意見を伺い、皆さんの甲斐市政に対する思いを感じました。 

反対意見や否定意見と捉えないでいただきたいです。意見があるという事は、甲斐市の未来

を真剣に考えているという事です。そこには、不安や市民の願いがあります。議員の皆様に

はぜひ市民の声（願いや不安）に大きく聴く耳を持っていただきたいと思います。 

参加の年齢が偏っているので、出てくる意見も偏ってくると感じました。（目先の事柄ばか

りで、建設的なディスカッションが成立しない。）時間、曜日などの見直しができるとベタ

ー。参加賞的な粗品があってもいいと思います。議員の方々はテーブルの真ん中へ。声が聞

こえない。 

開催日数を増やしてほしい。開催時期も検討を。地域での小集会も検討してほしい。特別委

員会での論議の内容を公開してほしい。 

バイオマスにしても、緑化センターにしても、もっと情報公開して下さい。 

 


